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【手続補正書】
【提出日】令和1年8月16日(2019.8.16)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　血流の位置から戻った複素エコーデータサンプルのソースと、
　第１の数の複素エコーデータサンプルの窓を使用しＦＦＴアルゴリズムを実行して第１
の速度推定値を含む第１のスペクトログラムを生成する第１のスペクトログラムプロセッ
サと、
　第２の数の複素エコーデータサンプルの窓を使用しＦＦＴアルゴリズムを実行して第２
の速度推定値を含む第２のスペクトログラムを生成する第２のスペクトログラムプロセッ
サと、
　前記第１の速度推定値及び第２の速度推定値に反応して、適応型ドプラ速度スペクトロ
グラムを生成する選択／補間プロセッサであって、前記適応型ドプラ速度スペクトログラ
ムは、前記第１のスペクトログラム又は前記第２のスペクトログラムにおけるスペクトル
セグメントの優位な方向の指示に反応した、前記第１の速度推定値又は前記第２の速度推
定値の選択を含む、前記選択／補間プロセッサと
　を含む、スペクトルドプラ表示モードを有する超音波診断撮像システム。
【請求項２】
　前記スペクトログラムプロセッサに結合された入力と前記選択／補間プロセッサに結合
された出力とを有するエッジ検出器をさらに含み、
　前記選択／補間プロセッサは、前記エッジ検出器の出力に反応して前記適応型ドプラ速
度スペクトログラムを生成する、
　請求項１に記載の超音波診断撮像システム。
【請求項３】
　前記選択／補間プロセッサは、さらに、前記第１のスペクトログラムプロセッサ及び第
２のスペクトログラムプロセッサによって生成されたスペクトログラムを補間することに
よって前記適応型ドプラ速度スペクトログラムを生成する、
　請求項２に記載の超音波診断撮像システム。
【請求項４】
　前記エッジ検出器は、
　前記第１のスペクトログラムプロセッサに結合された入力を有する水平エッジ検出器と
、
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　前記第２のスペクトログラムプロセッサに結合された入力を有する垂直エッジ検出器と
　をさらに含み、
　前記第１の数の複素エコーデータサンプルは、前記第２の数の複素エコーデータサンプ
ルよりも大きい、
　請求項２に記載の超音波診断撮像システム。
【請求項５】
　前記適応型速度ドプラスペクトログラムとして前記第１のスペクトログラムプロセッサ
によって生成されたスペクトログラムを選択するために、前記選択／補間プロセッサは、
前記水平エッジ検出器による水平スペクトルセグメントエッジの検出に反応する、請求項
４に記載の超音波診断撮像システム。
【請求項６】
　前記適応型速度ドプラスペクトログラムとして前記第２のスペクトログラムプロセッサ
によって生成されたスペクトログラムを選択するために、前記選択／補間プロセッサは、
前記垂直エッジ検出器による垂直スペクトルセグメントエッジの検出に反応する、請求項
４に記載の超音波診断撮像システム。
【請求項７】
　前記複素エコーデータサンプルは、ＣＷドプラモードにおいて取得された複素エコーデ
ータサンプルをさらに含む、請求項１に記載の超音波診断撮像システム。
【請求項８】
　前記複素エコーデータサンプルは、ＰＷドプラモードにおいて取得された複素エコーデ
ータサンプルをさらに含む、請求項１に記載の超音波診断撮像システム。
【請求項９】
　前記複素エコーデータサンプルは、一連の時系列複素エコーデータサンプルをさらに含
む、請求項８に記載の超音波診断撮像システム。
【請求項１０】
　第３の数の複素エコーデータサンプルの窓を使用しＦＦＴアルゴリズムを実行して第３
の速度推定値を生成する、第３のスペクトログラムプロセッサをさらに含み、
　前記第１の数は前記第２の数よりも大きく、前記第２の数は前記第３の数よりも大きい
、
　請求項１に記載の超音波診断撮像システム。
【請求項１１】
　前記選択／補間プロセッサは、血流速度がゆっくりと変化する時に前記適応型速度スペ
クトログラムを生成するために、前記第１の速度推定値を使用する、請求項１０に記載の
超音波診断撮像システム。
【請求項１２】
　前記選択／補間プロセッサは、血流速度が急激に変化する時に前記適応型速度スペクト
ログラムを生成するために、前記第３の速度推定値を使用する、請求項１０に記載の超音
波診断撮像システム。
【請求項１３】
　前記選択／補間プロセッサは、血流速度が中位の速さで変化する時に前記適応型速度ス
ペクトログラムを生成するために、前記第２の速度推定値を使用する、請求項１０に記載
の超音波診断撮像システム。
【請求項１４】
　前記選択／補間プロセッサは、垂直スペクトルセグメントエッジの検出に反応して、第
３の速度推定値を使用する、請求項１２に記載の超音波診断撮像システム。
【請求項１５】
　前記選択／補間プロセッサは、水平スペクトルセグメントエッジの検出に反応して、第
３の速度推定値を使用する、請求項１１に記載の超音波診断撮像システム。
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摘要(译)

超声系统的频谱多普勒处理器通过使用FFT算法处理一系列复杂的血流
回波样本来产生血流速度估计值。 FFT算法在长样本窗口下运行以产生
具有良好速度精度的速度估计，并在短样本窗口下产生具有良好时间精
度的速度估计。 被执行。 当血流速度不快速变化时使用长窗算法，而当
血流速度快速变化时使用短窗算法。
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